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高校教育に関する意識調査報告書 

第２回県立高校の将来の在り方検討委員会 資料用抜粋版 

 
「第７次山形県教育振興計画」期間中の県立高校の在り方についての検討の参考とする

ため、本県の公立の中学生・義務教育学校及びその保護者、県立高校生及びその保護者、

公立中学校・義務教育学校・県立高校の教員に対して、Ｗｅｂによる回答方式のアンケー

ト調査を実施した。 

 

１ 調査内容 

○アンケート期間 令和５年９月１１日（月）～２６日（火） 
 ○アンケート対象と回収数 

対 象 対象数 回答数 回答率 

中学校３年生・義務教育学校９年生 3,694 2,495 67.5％ 

中学校３年生・義務教育学校９年生 保護者 3,687 1,104 29.9％ 

高校１年生 2,941 1,748 59.4％ 

高校１年生 保護者 2,952 1,291 43.7％ 

中学校・義務教育学校 教員 2,115 1,029 48.7％ 

高校教員 1,900 917 48.3％ 

 〇前回調査（平成 25 年）回答数 
   対 象 回答数 

中学校３年生 1,732 

中学校３年生 保護者 1,616 

高校３年生 1,739 

高校３年生 保護者 1,589 

 

２ 学習したい学科 

〇中学生が希望する高校の学科は、普通科：専門学科：総合学科が概ね７：２：１。 
〇前回調査より、普通科の希望の割合が増加、中学生保護者は専門学科の希望が増加し、

総合学科が減少。 
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資料２ 
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３ 学習したい専門学科 

〇専門学科を希望する中では、中学生、中学生保護者とも工業科への進学希望が最多。 
〇前回調査より中学生は工業科を志望する生徒が多いが割合は低下。商業科と情報科の

割合は微増。中学生保護者は、工業・商業・家庭が微増し理数科と情報科が大きく増加。 

 

 
 

４ 総合学科の学習について 

〇中学生、中学生保護者に対して、学習したい学科を「総合学科」と答えた理由として、

両者とも「教科・科目の選択の自由度が高く、自分の進路や好みに応じて自分で時間割

を作成することができるから」が最多。次いで「将来の進路を迷っており、総合学科で

いろいろな分野を学習して決めたいと考えたから」となっている。 
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総合学科で行われている地域と連携した学習に興味を持ったから

普通科は進学、専門学科（工業、農業など）は就職と、高校卒業後

の進路を狭めてしまうと感じたから

将来の進路を迷っており、総合学科でいろいろな分野を学習して決

めたいと考えたから

大学進学、専門学校進学、就職など、様々な進路に対応できるから

選択科目が多く、クラス単位での授業だけでなく異なる学年・異な

る学級の生徒と授業を受けることがあるから

教科・科目の選択の自由度が高く、自分の進路や好みに応じて自分

で時間割を作成することができるから

中学生 中学生保護者

【中学生保護者】 

【中学生】 
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５ 希望する学歴 

〇中学生の約 75％、高校生の約 70％が高校卒業後の進学を希望。中学生保護者、高校生

保護者の約 80％が、子どもの進学を希望。 前回調査より中学生、中学生保護者、高校

生、高校生保護者の全てにおいて、「四年制大学まで」の割合が上昇。 

 

【中学生】 

 

【中学生保護者】 

 
 

【高校生】 

 

【高校生保護者】 
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６ 高校の教育に望むこと 

〇中学生、中学生保護者、高校生、高校生保護者は、「興味・関心や進路希望に応じて、

学びたい教科や科目が選択できる教育」が最多。次いで、「大学等への進学に対応し

た高い学力を身に付ける教育」「進学・就職に役に立つ資格取得のための教育」とな

っている。 
〇中学校教員、高校教員は「興味・関心や進路希望に応じて、学びたい教科や科目が

選択できる教育」「大学等への進学に対応した高い学力を身に付ける教育」の順とな

っている。 

 

※<<  >>は、保護者に対する調査の設問 
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学び直しや基本的な知識・技能の習得ができる教育

高い語学力やコミュニケーション能力を身に付ける教育

地域の人と一緒に課題を解決する学習を行う教育

これからの情報化社会に向けて、ＩＣＴを積極的に活用した教育

自分の<<生徒自身の>>興味・関心や進路希望に応じて、学びたい教科

や科目が選択できる教育

進学・就職に役に立つ資格取得のための教育

高校卒業後の就職を視野に、専門的な知識や技術の習得のための教育

工業・農業などの専門分野を中心としながら、その分野の大学等への

進学にも対応できる教育

大学等への進学に対応した高い学力を身に付ける教育

中学生 中学生保護者 高校生 高校生保護者
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特別な支援が必要な生徒に対しても、充実した学びや進路を提供で

きる教育

学び直しや基本的な知識・技能の習得ができる教育

グローバル人材として必要な語学力やコミュニケーション能力を身

に付ける教育

地域の人と一緒に課題を解決する学習を行う教育

これからの情報化社会に向けて、ＩＣＴを積極的に活用した教育

自分の興味・関心や進路希望に応じて、学びたい教科や科目が選択

できる教育

進学・就職に役に立つ資格取得のための学びに重点をおいた教育

高校卒業後の就職を視野に専門的な知識や技術の習得に重点をおい

た教育

工業・農業などの専門分野を中心としながら、その分野の大学等へ

の進学にも対応できる教育

大学等への進学に対応した高い学力を身に付ける教育

中学校教員 高校教員
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７ 高校を選ぶときに重視すること（したこと） 

〇中学生、中学生保護者、高校生保護者は、「大学等への進学が有利であること」が最多。

次いで「自転車や徒歩で通学できるなど自宅から距離が近いこと」が多い。 
〇高校生は「自転車や徒歩で通学できるなど自宅から距離が近いこと」が最多。次いで

進学・就職に有利であることが多い。 

 
 

８ 規模の小さい高校の印象 

〇中学校、中学生保護者ともに、「一人ひとりが存在感を持ち、充実した高校生活を送る

ことができる」が最多。 

 
※<<  >>は、保護者に対する調査の設問 
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制服が自分の好みに合っていること

奨学金制度や授業料等の免除制度があること

＜お子さんの＞親しい先輩が在校していたり、友人が入学を希

望していること

高校卒業後の就職が有利であること

大学等への進学が有利であること

部活動の数の多さや、大会等で実績があること

通学用のバスの送迎があること

自転車や徒歩で通学できるなど自宅からの距離が近いこと

中学生 中学生保護者 高校生 高校生保護者
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<<生徒の人数が少なく>>生徒同士の交流や部活動に制約がある

教員の人数が少なく、科目の数に制約がある

学び直しや生徒一人一人に寄り添った教育がなされている

学びのサポートや地域活動において、教員以外の方々も高校の教育

に携わっている

地域との関係が深く、地域を題材とした探究活動や、地域の方々と

の交流が盛んである

一人ひとりが存在感を持ち、充実した高校生活を送ることができ

る。

中学生 中学生保護者
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９ 望ましい学校の規模 

〇中学校、中学生保護者ともに希望する学校規模は、約 50％が「４学級から６学級程

度」が最多。 
〇高校生、高校生保護者ともに「学習面でも学校生活面でも、今の規模が適正と考える

ため、現状のままでよい」が最多。 

 
【中学生・中学生保護者】 

 

 
【高校生・高校生保護者】 
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学習面でも学校生活面でも、今の規模が適正と考えるため、現状の

ままでよい

少人数による丁寧な学習指導による学力向上のために、もっと規模

が小さい方がよい

互いに仲間意識を持ち、支え合って高校生活を送るために、もっと

規模が小さい方がよい

一人ひとり存在感があり、生徒会や部活動の役割が担えるよう、

もっと規模が小さい方がよい

より多くの教員により、多様な科目が選択できるよう、もっと規模

が大きい方がよい

多くの仲間と交流し切磋琢磨するために、もっと規模が大きい方が

よい

部活動、教育活動を充実させるために、もっと規模が大きい方がよ

い

高校生 高校生保護者


